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資料 1．がん体験者の悩みデータベース 

第一次調査では、がん体験者の視点を重視し、悩みや負担等の質問に自由記述式の質問(自由

に書いてもらう回答方法)を配置した。この調査に参加した全国のがん体験者 7,885 名の自由

記述による悩みをキーワード（１つの悩みや負担のまとまりの文）ごとに整理したところ、2

万 6 千件あまりの悩みが抽出され、多様な悩みの実態が明らかになった。 

 これらの短い文章で構成されたテキストデータは、「静岡分類」の 4 階層カテゴリーで体系

化され、類似したテキストデータを集約して構築した悩みのデータベースは、Web 版がんよろ

ず相談 Q&A サイト（http://cancerqa.scchr.jp/）で公開し、誰でも閲覧することが可能

である。 

 悩みのデータベースには、全体のデータベースと部位別に抽出したデータベースがある。現

在公開している部位別データベースは、10 種類である（図 資料 1-1）。 

 

 
 

 
 また、悩みのデータベースをより活用してもらうために、2014 年より、悩みのデータをダ

ウンロードする機能を追加した。ダウンロードされた悩みのデータは、これまでに、医師や看

護師、その他の医療従事者、研究者、患者さんやご家族等が、研究・教育（講義など）・ピアサ

ポート活動（がんサロンでの活動を含む）のための学びなどに利用している（図資料 1-2）。 
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図 資料 1-1 Web 版がんよろず相談 Q&A HP 
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 検索や絞り込みをせず、「静岡分類（大分類）」別に、悩み文（現在は、2003 年第一次調査

結果のみ）を csv ファイルでダウンロードすることができる画面です。 

 

 

 

 

   

図 資料 1-2 静岡分類別 悩み文 csv ダウンロード 

 

トップページメニュー 

悩みデータベース csv ダウンロード画面 



 

102 

 

 

 前ページのように、直接「静岡分類（大分類）」別に、悩みの短文を csv ファイルでダウン

ロードする以外に、まず、調べたい語句や文章を入力し、必要に応じて、がんの種類、性別、

年代などチェックした上で、［検索］ボタンを押し、四角い枠内に表示された文章を確認後、絞

り込んだ悩み文をダウンロードすることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 資料 1-3 静岡分類別 悩みのデータベース検索後ダウンロード 

 

トップページメニュー 

悩みデータベース 検索とダウンロード画面 


